
日本国民は、正当に選挙された国会にお
ける代表者を通じて行動し、われらとわれ
らの子孫のために、諸国民との協和による
成果と、わが国全土にわたつて自由のもた
らす恵沢を確保し、政府の行為によつて再
び戦争の惨禍が起ることのないやうにする
ことを決意し、ここに主権が国民に存する
ことを宣言し、この憲法を確定する。そも
そも国政は、国民の厳粛な信託によるもの
であつて、その権威は国民に由来し、その
権力は国民の代表者がこれを行使し、その
福利は国民がこれを享受する。これは人類
普遍の原理であり、この憲法は、かかる原
理に基くものである。われらは、これに反
する一切の憲法、法令及び詔勅を排除する。

1 Ipsum

Nulla malesuada porttitor diam. Donec
felis erat, congue non, volutpat at, tin-
cidunt tristique, libero. Vivamus viverra
fermentum felis. Donec nonummy pellen-
tesque ante. Phasellus adipiscing semper
elit. Proin fermentum massa ac quam. Sed
diam turpis, molestie vitae, placerat a, mo-
lestie nec, leo. Maecenas lacinia. Nam ip-
sum ligula, eleifend at, accumsan nec, sus-
cipit a, ipsum. Morbi blandit ligula feugiat
magna. Nunc eleifend consequat lorem.
Sed lacinia nulla vitae enim. Pellentesque
tincidunt purus vel magna. Integer non
enim. Praesent euismod nunc eu purus.
Donec bibendum quam in tellus. Nullam
cursus pulvinar lectus. Donec et mi. Nam
vulputate metus eu enim. Vestibulum pel-
lentesque felis eu massa.

2 吾輩は猫である

吾輩は猫である。名前はまだ無い。
どこで生れたかとんと見当がつかぬ。何
でも薄暗いじめじめした所でニャーニャー
泣いていた事だけは記憶している。吾輩は
ここで始めて人間というものを見た。しか
もあとで聞くとそれは書生という人間中で
一番獰悪な種族であったそうだ。この書生
というのは時々我々を捕えて煮て食うとい
う話である。しかしその当時は何という考
もなかったから別段恐しいとも思わなかっ
た。ただ彼の掌に載せられてスーと持ち上
げられた時何だかフワフワした感じがあっ
たばかりである。掌の上で少し落ちついて
書生の顔を見たのがいわゆる人間という
ものの見始であろう。この時妙なものだと
思った感じが今でも残っている。第一毛を
もって装飾されべきはずの顔がつるつるし
てまるで薬缶だ。その後猫にもだいぶ逢っ
たがこんな片輪には一度も出会わした事が
ない。のみならず顔の真中があまりに突起
している。そうしてその穴の中から時々ぷ
うぷうと煙を吹く。どうも咽せぽくて実に
弱った。これが人間の飲む煙草というもの
である事はようやくこの頃知った。
この書生の掌の裏でしばらくはよい心持
に坐っておったが、しばらくすると非常な
速力で運転し始めた。書生が動くのか自分
だけが動くのか分らないが無暗に眼が廻
る。胸が悪くなる。到底助からないと思っ
ていると、どさりと音がして眼から火が出
た。それまでは記憶しているがあとは何
の事やらいくら考え出そうとしても分ら
ない。


